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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局から、ユーザ機器のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関するリク
エストであって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリストを含む
リクエストを受信することと、
　前記ユーザ機器において、前記使用可能なセルのリストに基づいて前記ユーザ機器の前
記ＳＲＳ切替え能力を判定することと、
　前記ユーザ機器から前記基地局へと、前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力の標示を
送信することと、
を含む方法であって、
　前記リスト内の各セルについて、前記ＳＲＳ切替え能力情報は、
　前記ユーザ機器の各サービングセルについての、アップリンク伝送の中断時間と、ダウ
ンリンク受信の中断時間であって、少なくとも前記リスト内の前記所与のセルについての
切替え時間およびＳＲＳ伝送時間を含む中断時間と、
　前記リスト内の前記所与のセルと各サービングセルとのダウンリンクタイミングの差と
、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、前記リスト内の各セルに対するＳＲＳ切替え能力
情報を含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記ＳＲＳ切替え能力情報は、前記ユーザ機器が前記リスト内の所与のセルに対する切
替えが可能かを示す少なくとも１つのパラメータを含む、請求項１または２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、
　前記リストからの複数のセルのうちの、前記ユーザ機器がＳＲＳ切替え用に対応可能な
少なくとも１つのグループと、
　前記少なくとも１つのグループにおける各セルまたは前記少なくとも１つのグループに
おける各帯域の識別子と、
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記標示は第１グループのセルと第２グループのセルとを含み、
　前記第１グループにおけるセル間のＳＲＳ切替えが、第１グループのセルと第２グルー
プのセルとの間のＳＲＳ切替えよりも、前記ユーザ機器のサービングセルに対するアップ
リンク伝送及び／又はダウンリンク伝送の中断時間を長くする、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力に応じて、少なくとも１つのセルに対する
ＳＲＳ伝送設定を受信することと、
　前記受信した前記ＳＲＳ伝送設定に応じてサウンディング参照信号を送信することと、
をさらに含む、請求項１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　基地局から、ユーザ機器のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関するリク
エストであって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリストを含む
リクエストを受信する手段と、
　前記使用可能なセルのリストに基づいて前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力を判定
する手段と、
　前記基地局へと、前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力の標示を送信する手段と、
を備える装置であって、
　前記リスト内の各セルについて、前記ＳＲＳ切替え能力情報は、
　前記ユーザ機器の各サービングセルについての、アップリンク伝送の中断時間と、ダウ
ンリンク受信の中断時間であって、少なくとも前記リスト内の前記所与のセルについての
切替え時間およびＳＲＳ伝送時間を含む中断時間と、
　前記リスト内の前記所与のセルと各サービングセルとのダウンリンクタイミングの差と
、
をさらに含む、装置。
【請求項８】
　前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、前記リスト内の各セルに対するＳＲＳ切替え能力
情報を含む、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記ＳＲＳ切替え能力情報は、前記ユーザ機器が前記リスト内の所与のセルに対する切
替えが可能かを示す少なくとも１つのパラメータを含む、請求項７または８に記載の装置
。
【請求項１０】
　前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、
　前記リストからの複数のセルのうちの、前記ユーザ機器がＳＲＳ切替え用に対応可能な
少なくとも１つのグループと、
　前記少なくとも１つのグループにおける各セルまたは前記少なくとも１つのグループに
おける各帯域の識別子と、
を含む、請求項８に記載の装置。
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【請求項１１】
　前記標示は第１グループのセルと第２グループのセルとを含み、
　前記第１グループにおけるセル間のＳＲＳ切替えが、第１グループのセルと第２グルー
プのセルとの間のＳＲＳ切替えよりも、前記ユーザ機器のサービングセルに対するアップ
リンク伝送及び／又はダウンリンク伝送の中断時間を長くする、
請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　基地局によって、ユーザ機器のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関する
リクエストであって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリストを
含むリクエストを送信することと、
　前記基地局において、前記リクエストに応じて、前記セルのリストに対する前記ユーザ
機器の前記ＳＲＳ切替え能力の標示を受信することと、
　少なくとも前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力に基づいて、前記基地局から、前記
ユーザ機器への伝送リソースの標示を含むＳＲＳ伝送の設定を送信することと、
を含む方法であって、
　前記リスト内の各セルについて、前記ＳＲＳ切替え能力情報は、
　前記ユーザ機器の各サービングセルについての、アップリンク伝送の中断時間と、ダウ
ンリンク受信の中断時間であって、少なくとも前記リスト内の前記所与のセルについての
切替え時間およびＳＲＳ伝送時間を含む中断時間と、
　前記リスト内の前記所与のセルと各サービングセルとのダウンリンクタイミングの差と
、
をさらに含む、方法。
【請求項１３】
　前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、前記リスト内の各セルに対するＳＲＳ切替え能力
情報を含み、
　前記ＳＲＳ切替え能力情報は、前記ユーザ機器が前記リスト内の所与のセルに対する切
り替えが可能かを示す少なくとも１つのパラメータを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記標示は第１グループのセルと第２グループのセルとを含み、
　前記第１グループにおけるセル間のＳＲＳ切替えが、第１グループのセルと第２グルー
プのセルとの間のＳＲＳ切替えよりも、前記ユーザ機器のサービングセルに対するアップ
リンク伝送及び／又はダウンリンク伝送の中断時間を長くする、
請求項１２又は１３に記載の方法。
【請求項１５】
　基地局によって、ユーザ機器のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関する
リクエストであって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリストを
含むリクエストを送信する手段と、
　前記リクエストに応じて、前記セルのリストに対する前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替
え能力の標示を受信する手段と、
　少なくとも前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力に基づいて、前記ユーザ機器への伝
送リソースの標示を含むＳＲＳ伝送の設定を送信する手段と、
を備える、装置であって、
　前記リスト内の各セルについて、前記ＳＲＳ切替え能力情報は、
　前記ユーザ機器の各サービングセルについての、アップリンク伝送の中断時間と、ダウ
ンリンク受信の中断時間であって、少なくとも前記リスト内の前記所与のセルについての
切替え時間およびＳＲＳ伝送時間を含む中断時間と、
　前記リスト内の前記所与のセルと各サービングセルとのダウンリンクタイミングの差と
、
を含む、装置。
【請求項１６】
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　装置の処理手段に実行されると、前記装置に、請求項１から６のいずれかに記載の方法
を遂行させるように構成されるプログラムコードを含む、コンピュータプログラム。
【請求項１７】
　装置の処理手段に実行されると、前記装置に、請求項１２から１４のいずれかに記載の
方法を遂行させるように構成されるプログラムコードを含む、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して無線通信に関し、特にＵＥにより報告されるサウンディング参照信号
（Sounding Reference Signal: ＳＲＳ）の切替え能力に関する。
【背景】
【０００２】
　本項は、以下に記載される本発明に背景や文脈を添えることを意図したものである。本
項における説明は、特許化可能であって、必ずしも過去に概念化、実施、または記載され
ていないものを含みうる。したがって、別途明示しないかぎり、本項に記載される事項は
、本願における説明に対する先行技術ではなく、本項に含めることで先行技術として認め
られるものではない。
【０００３】
　一般的に、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ネットワーク等の無線ネット
ワークにおけるユーザ機器（ＵＥ）は、基地局にサウンディング参照信号を送信できる。
これにより、基地局は広い帯域幅のアップリンクチャネルリンク品質を推定できる。この
情報は、基地局によるユーザ機器に対するアップリンク周波数選択スケジューリングや、
時分割二重化（Time Division Duplexing：ＴＤＤ）システムのチャネル相互依存性を考
慮したダウンリンクスケジューリング用のビームフォーミングに寄与しうる。
【摘要】
【０００４】
　本項は例を示すものであって、限定することを意図したものではない。
【０００５】
　実施形態の一例では方法が開示され、該方法は、基地局から、ユーザ機器のサウンディ
ング参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関するリクエストであって、前記ユーザ機器によっ
てＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリストを含むリクエストを受信することと、前記ユー
ザ機器において、前記使用可能なセルのリストに基づいて前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切
替え能力を判定することと、前記ユーザ機器から前記基地局へと、前記ユーザ機器の前記
ＳＲＳ切替え能力の標示を送信することと、を含む。
【０００６】
　実施形態の別の例としてコンピュータプログラムが挙げられ、該コンピュータプログラ
ムは、プロセッサ上で実行されると前段落の方法を実施するコードを含む。このコンピュ
ータプログラムは、コンピュータとともに使用するために内部に実装されたコンピュータ
プログラムコードを有するコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラムプロダ
クトである。
【０００７】
　一例としての装置は、１つ以上のプロセッサと、コンピュータプログラムコードを含む
１つ以上のメモリと、を含む。前記１つ以上のメモリおよび前記コンピュータプログラム
コードは、前記１つ以上のプロセッサによって、少なくとも以下の処理、すなわち、基地
局から、ユーザ機器のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関するリクエスト
であって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリストを含むリクエ
ストを受信することと、前記ユーザ機器において、前記使用可能なセルのリストに基づい
て前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力を判定することと、前記ユーザ機器から前記基
地局へと、前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力の標示を送信することと、を前記装置
に実施させるように構成される。



(5) JP 6576015 B2 2019.9.18

10

20

30

40

50

【０００８】
　実施形態の別の例では、装置は、ユーザ機器のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）切替
え能力に関するリクエストであって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ伝送用に使用可能な
セルのリストを含むリクエストを、基地局から受信する手段と、前記使用可能なセルのリ
ストに基づいて前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力を判定する手段と、前記ユーザ機
器の前記ＳＲＳ切替え能力の標示を前記基地局へ送信する手段と、を備える。
【０００９】
　実施形態の一例では方法が開示され、該方法は、基地局によって、ユーザ機器のサウン
ディング参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関するリクエストであって、前記ユーザ機器に
よってＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリストを含むリクエストを送信することと、前記
基地局において、前記リクエストに応じて、前記セルのリストに対する前記ユーザ機器の
前記ＳＲＳ切替え能力の標示を受信することと、少なくとも前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ
切替え能力に基づいて、前記基地局から、前記ユーザ機器への伝送リソースの標示を含む
ＳＲＳ伝送の設定を送信することと、を含む。
【００１０】
　実施形態のさらに別の例としてコンピュータプログラムが挙げられ、該コンピュータプ
ログラムは、プロセッサ上で実行されると前段落の方法を実施するコードを含む。このコ
ンピュータプログラムは、コンピュータとともに使用するために内部に実装されたコンピ
ュータプログラムコードを有するコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム
プロダクトである。
【００１１】
　一例としての装置は、１つ以上のプロセッサと、コンピュータプログラムコードを含む
１つ以上のメモリと、を含む。前記１つ以上のメモリおよび前記コンピュータプログラム
コードは、前記１つ以上のプロセッサによって、基地局によって、ユーザ機器のサウンデ
ィング参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関するリクエストであって、前記ユーザ機器によ
ってＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリストを含むリクエストを送信することと、前記基
地局において、前記リクエストに応じて、前記セルのリストに対する前記ユーザ機器の前
記ＳＲＳ切替え能力の標示を受信することと、少なくとも前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切
替え能力に基づいて、前記基地局から、前記ユーザ機器への伝送リソースの標示を含むＳ
ＲＳ伝送の設定を送信することと、を前記装置に実施させるように構成される。
【００１２】
　実施形態の別の例では、装置は、ユーザ機器のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）切替
え能力に関するリクエストであって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ伝送用に使用可能な
セルのリストを含むリクエストを基地局から送信する手段と、前記基地局において、前記
リクエストに応じて、前記セルのリストに対する前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力
の標示を受信する手段と、少なくとも前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力に基づいて
、前記ユーザ機器への伝送リソースの標示を含むＳＲＳ伝送の設定を、前記基地局から送
信する手段と、を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、例示的実施形態を採用可能な、実施可能で非限定的な例示的システムの
１つを示すブロック図である。
【図２Ａ】図２Ａは、例示的実施形態に係るキャリアアグリゲーション対応ユーザ機器の
実施例を示す。
【図２Ｂ】図２Ｂは、例示的実施形態に係るキャリアアグリゲーション対応ユーザ機器の
実施例を示す。
【図３】図３は、ＵＥにより報告されるサウンディング参照信号（ＳＲＳ）の切替え能力
に関する論理フローチャートである。この図により、例示的方法の動作、コンピュータ可
読メモリに実装されたコンピュータプログラム命令の実行結果、ハードウェアで実現され
るロジックによって実施される機能、および／または例示的実施形態に係る機能を実施す
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るための相互接続手段が示される。
【図４】図４は、ＵＥにより報告されるサウンディング参照信号（ＳＲＳ）の切替え能力
に関する論理フローチャートである。この図により、例示的方法の動作、コンピュータ可
読メモリに実装されたコンピュータプログラム命令の実行結果、ハードウェアで実現され
るロジックによって実施される機能、および／または例示的実施形態に係る機能を実施す
るための相互接続手段が示される。
【詳細説明】
【００１４】
　本明細書において使用される用語「例示的」とは、「例、実例、説明例となる」ことを
意味する。「例示的」と示された本明細書に記載のいずれの実施形態も、その他の実施形
態と比較して必ずしも好適な、または有利なものとして解釈されるものではない。この詳
細な説明に記載されたすべての実施形態は、当業者が本発明を製造または使用することが
できるように提供された例示的実施形態であり、請求項に定義された本発明の範囲を限定
するものではない。
【００１５】
　本明細書に記載の例示的実施形態では、ＵＥにより報告されるＳＲＳの切替え能力につ
いての技術を説明する。これら技術について、例示的実施形態を利用可能なシステムを説
明した後にさらに説明を加える。
【００１６】
　図１は、例示的実施形態が実現可能な、実施可能で非限定的な例示的システムのブロッ
ク図である。図１において、ユーザ機器（ＵＥ）１１０は無線ネットワーク１００と無線
通信中である。ＵＥ１１０は、１つ以上のプロセッサ１２０と、１つ以上のメモリ１２５
と、１つ以上の送受信機１３０とを備え、これらは１つ以上のバス１２７を介して相互接
続される。１つ以上の送受信機１３０はそれぞれ、受信機（Ｒｘ）１３２と、送信機（Ｔ
ｘ）１３３とを備える。１つ以上のバス１２７は、アドレスバス、データバス、またはコ
ントロールバスであってもよく、任意の相互接続機構を含んでもよい。当該機構としては
、マザーボードまたは集積回路上の一連の回線、光ファイバーまたはその他光学通信機器
等が挙げられる。１つ以上の送受信機１３０は、１つ以上のアンテナ１２８に接続される
。１つ以上のメモリ１２５はコンピュータプログラムコード１２３を含む。ＵＥ１１０は
、ＳＲＳ制御モジュール１４０を含む。ＳＲＳ制御モジュール１４０は、モジュール部１
４０－１および／または１４０－２の一方または両方を含み、これらは多様な方法で実現
できる。ＳＲＳ制御モジュール１４０は、ＳＲＳ制御モジュール１４０－１としてハード
ウェアで実現できる。すなわち、１つ以上のプロセッサ１２０の一部として実現できる。
ＳＲＳ制御モジュール１４０－１は、集積回路として実現されてもよいし、プログラマブ
ルゲートアレイ等のその他ハードウェアにより実現されてもよい。別の例では、ＳＲＳ制
御モジュール１４０は、コンピュータプログラムコード１２３として実現され、１つ以上
のプロセッサ１２０により実行されるＳＲＳ制御モジュール１４０－２として実現されて
もよい。例えば、１つ以上のメモリ１２５およびコンピュータプログラムコード１２３は
、１つ以上のプロセッサ１２０によって、本明細書に記載の動作の１つ以上をユーザ機器
１１０に実施させるように構成されてもよい。ＵＥ１１０は、無線リンク１１１を介して
ｅＮＢ１７０と通信する。
【００１７】
　ｅＮＢ１７０は、ＵＥ１１０等の無線デバイスから、無線ネットワーク１００にアクセ
スできるようにする基地局である。ｅＮＢ１７０は、１つ以上のプロセッサ１５２と、１
つ以上のメモリ１５５と、１つ以上のネットワークインタフェース（Ｎ／Ｗ　Ｉ／Ｆ）１
６１と、１つ以上の送受信機１６０とを備え、これらは１つ以上のバス１５７を介して相
互接続される。１つ以上の送受信機１６０はそれぞれ、受信機（Ｒｘ）１６２と送信機（
Ｔｘ）１６３とを備える。１つ以上の送受信機１６０は１つ以上のアンテナ１５８に接続
される。１つ以上のメモリ１５５はコンピュータプログラムコード１５３を含む。ｅＮＢ
１７０は、ＳＲＳ設定モジュール１５０を含む。ＳＲＳ設定モジュール１５０は、モジュ
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ール部１５０－１または１５０－２の一方または両方を含み、これらは多様な方法で実現
できる。ＳＲＳ設定モジュール１５０は、ＳＲＳ設定モジュール１５０－１としてハード
ウェア内で実現されてもよい。すなわち、１つ以上のプロセッサ１５２の一部として実現
されてもよい。ＳＲＳ設定モジュール１５０－１は、集積回路として実現されてもよいし
、プログラマブルゲートアレイ等のその他ハードウェアにより実現されてもよい。別の例
では、ＳＲＳ設定モジュール１５０は、コンピュータプログラムコード１５３として実現
され、１つ以上のプロセッサ１５２により実行されるＳＲＳ設定モジュール１５０－２と
して実現されてもよい。例えば、１つ以上のメモリ１５５およびコンピュータプログラム
コード１５３は、１つ以上のプロセッサ１５２によって、本明細書に記載の動作の１つ以
上をｅＮＢ１７０に実施させるように構成される。１つ以上のネットワークインタフェー
ス１６１は、リンク１７６および１３１を介する等、ネットワークを介して通信を行う。
２つ以上のｅＮＢ１７０は、例えば、リンク１７６を使用して通信を行う。リンク１７６
は有線、無線、またはその両方であってもよく、例えば、Ｘ２インタフェースを実現して
もよい。
【００１８】
　１つ以上のバス１５７は、アドレスバス、データバス、またはコントロールバスであっ
てもよく、任意の相互接続機構を含んでもよい。当該機構としては、マザーボードまたは
集積回路上の一連の回線、光ファイバーまたはその他光学通信機器、無線チャネル等が挙
げられる。例えば、１つ以上の送受信機１６０はリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）１９５
として実現されてもよい。この場合、ｅＮＢ１７０のその他要素はＲＲＨから離れた位置
に物理的に配置され、１つ以上のバス１５７の一部は、ｅＮＢ１７０の当該その他要素を
ＲＲＨ１９５に接続する光ファイバーケーブルとして実現されてもよい。
【００１９】
　無線ネットワーク１００は、ＭＭＥ／ＳＧＷ機能を有し、電話回線および／またはデー
タ通信ネットワーク（例えば、インターネット）のような別のネットワークへの接続を可
能としうるネットワーク制御要素（ＮＣＥ）１９０を備えてもよい。ｅＮＢ１７０は、リ
ンク１３１を介してＮＣＥ１９０に接続される。リンク１３１は、例えばＳ１インタフェ
ースとして実現されてもよい。ＮＣＥ１９０は、１つ以上のプロセッサ１７５と、１つ以
上のメモリ１７１と、１つ以上のネットワークインタフェース（Ｎ／Ｗ　Ｉ／Ｆ）１８０
とを備え、これらは１つ以上のバス１８５を介して相互接続される。１つ以上のメモリ１
７１は、コンピュータプログラムコード１７３を含む。１つ以上のメモリ１７１およびコ
ンピュータプログラムコード１７３は、１つ以上のプロセッサ１７５によって、１つ以上
の動作をＮＣＥ１９０に実施させるように構成される。
【００２０】
　無線ネットワーク１００は、ネットワーク仮想化を実現してもよい。すなわち、ハード
ウェアおよびソフトウェアのネットワークリソースと、ネットワーク機能を組み合わせて
、単一のソフトウェア型管理エンティティである仮想ネットワークを実現するプロセスで
ある。ネットワーク仮想化は、多くの場合リソース仮想化と組み合わされる、プラットフ
ォーム仮想化を伴う。ネットワーク仮想化は、外部（多数のネットワークやその一部を組
み合わせて仮想化ユニットを実現）か、内部（ネットワーク的機能を単一システム上のソ
フトウェアコンテナに与える）かに分類される。なお、ネットワーク仮想化により得られ
た仮想化エンティティは、プロセッサ１５２または１７５やメモリ１５５および１７１等
のハードウェアによりある程度実現されているのが現状であり、技術的効果を創出してい
る。
【００２１】
　コンピュータ可読メモリ１２５、１５５、１７１は、ローカルな技術的環境に適した任
意の種類であってもよく、半導体型メモリデバイス、フラッシュメモリ、磁気メモリデバ
イスおよびシステム、光学メモリデバイスおよびシステム、固定式メモリ、着脱式メモリ
等、任意の適切なデータ記憶技術により実現されてもよい。コンピュータ可読メモリ１２
５、１５５、１７１は、記憶機能を実施する手段であってもよい。プロセッサ１２０、１
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５２、１７５は、ローカルな技術的環境に適した任意の種類であってもよく、汎用コンピ
ュータ、専用コンピュータ、マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（Digital Si
gnal Processor：ＤＳＰ）、マルチコアのプロセッサアーキテクチャに基づくプロセッサ
を含んでもよいが、これらはあくまで非限定的な例である。プロセッサ１２０、１５２、
１７５は、ＵＥ１１０、ｅＮＢ１７０を制御する機能や本明細書に記載のその他機能等の
機能を実施する手段であってもよい。
【００２２】
　概して、各種実施形態に係るユーザ機器１１０は、スマートフォンのような携帯電話、
タブレット、無線通信機能付き携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線通信機能付きポータブルコ
ンピュータ、デジタルカメラ等の無線通信機能付き撮像装置、無線通信機能付きゲーム機
、無線通信機能付き音楽記憶／再生機器、無線インターネットアクセスおよびブラウジン
グが可能なインターネット機器、無線通信機能付きタブレット、これらの機能の組合せを
含むポータブルユニットまたは端末を含んでもよいが、これらに限定されるものではない
。
【００２３】
　本明細書に記載された例示的実施形態は、各特定のＳＲＳ切替え（例えば、ＤＬのみの
ＳセルでのＳＲＳ伝送）に対する基地局の設定に対応するための、ＵＥのＳＲＳ切替え能
力の標示を含めるための手法を提供する。
【００２４】
　一般的に、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）には、ユーザ機器がより複雑であること
から、ＵＬキャリアよりも多くのＤＬキャリアを伴っている。例えば、ユーザ機器は、Ｐ
Ａを備えるより多くの送信機チェーンを有する。現行の３ＧＰＰ仕様では、ＳＲＳは設定
されたＵＬキャリアのみで送信可能である。したがって、対となるＵＬキャリアがないＤ
Ｌキャリアでは、ＳＲＳの利点（ＵＬとＤＬの間のチャネル相互依存性に基づくＣＳＩ）
が得られない。ＴＤＤにおいては、ＣＡが最大３２コンポーネントキャリアを占める場合
があり、事態はさらに複雑である。ＴＤＤ　ＤＬキャリア間の高速なＳＲＳキャリア切替
えを可能とすれば、ＤＬビームフォーミング性能が向上しうる。
【００２５】
　本明細書において、「コンポーネントキャリア」という用語は、ユーザ機器がサービン
グセル（例えばＰセルまたはＳセル）を有するキャリアを説明するものとして使用されて
いる。
【００２６】
　「ＬＴＥ用のＳＲＳキャリアに基づく切替え」についての作業項目が、最近承認された
［具体的には、ファーウェイ（ハイシリコン）による文書ＲＰ－１６０６７６、「新たな
ＷＩ提案：ＬＴＥ用のＳＲＳキャリアに基づく切替え（New WI proposal: SRS Carrier B
ased Switching for LTE）」（３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ第７１回会合、スウェーデン、
ヨーテボリ、２０１６年３月７日～１０日）を参照されたい］。当該作業項目の目的の一
つは、ＵＥにＰＵＳＣＨ伝送用に設定されたコンポーネントキャリアよりも多くのコンポ
ーネントキャリアでの（ＵＥ　ＵＬ　ＣＡ性能を超える）ＳＲＳ送信を実現しやすくする
ことである。これは、ＴＤＤチャネル相互依存性を許容し、ＤＬのみのコンポーネントキ
ャリアのＤＬ伝送にビームフォーミングが使用できるようにするためである。ＳＲＳ伝送
はＵＥ　ＵＬ　ＣＡ性能を超えるものであるため、ＵＬ用キャリア（ＰＵＳＣＨ設定済み
）と、ＳＲＳキャリア（ＰＵＳＣＨ未設定）との間でいかにＲＦチェーンを切り替えるか
を決定する必要がある。このようなＳＲＳ切替えを可能にするには、切替え元キャリアと
切替え先キャリアとを決定することが課題となる。例えば、ＵＥが２つのＴＸチェーンを
有し、ＰセルおよびＵＬを含むＳセル１用に設定されているとする。その場合、ＵＥがＳ
ＲＳ伝送のためにＳセル２（ＤＬのみのＳセル）に対するＴＸチェーンのうちの１つを切
り替える必要があれば、どちらのＴＸチェーンが使用されるかを決定しなければならない
。
【００２７】
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　現状、特定の切替えに対してどのＴＸチェーンを優先して使用するかを示すルールを定
義するために１つの提案がなされている。これは、異なるＴＸチェーンを使用することに
よる異なる切替え／中断時間に主に基づくものである（エリクソンによる文書Ｒ１－１６
２７６９、「ＳＲＳキャリアに基づく切替えの一般的動作について（On General Operati
on of SRS Carrier Based Switching）」（３ＧＰＰ　ＴＳＧ－ＲＡＮ　ＷＧ１第８４－
２回会合、韓国、釜山、２０１６年４月１１日～１５日）を参照）。さらに、ｅＮＢ設定
／標示に選択を任せるという提案もなされている（ファーウェイ（ハイシリコン）による
文書Ｒ１－１６２５８６、「ＳＲＳキャリアに基づく切替えに対応するための仕様影響（
Specification Impacts to Support SRS Carrier based Switching）」（３ＧＰＰ　ＴＳ
Ｇ－ＲＡＮ　ＷＧ１第８４－２回会合、韓国、釜山、２０１６年４月１１日～１５日）を
参照）。
【００２８】
　上記いずれも提案でも、ＵＥの構成によっては、１つのＴＸチェーンでは全周波数範囲
を網羅できない可能性があり、そのような制約により特定のＳＲＳ切替えについてどのチ
ェーンがＵＥとｅＮＢとの間で使用されるかが不確定となり、あるいはｅＮＢ標示が無効
となり、ＵＥ　ＴＸチェーン性能を害しうることを考慮していない。
【００２９】
　例示的実施形態では、以下の３つのステップを実施してもよい。
１．ｅＮＢが、ＵＥに自身のＳＲＳ切替え能力を報告するように要求する。例えばｅＮＢ
は、ＵＥがＳＲＳを送信すると想定されるＳセル（セカンダリセル）のリストを含むリク
エストメッセージをＵＥに送信することで、ＵＥに自身のＳＲＳ切替え能力を報告するよ
うに要求してもよい。Ｓセルのリストは、ＵＥが切替先としてＳＲＳを送信する可能性の
あるセルを含むため、「切替先セル」とも称されうる。
２．ＵＥが、自身の切替え能力を、ＲＲＣシグナリングを通じてｅＮＢに報告する。
３．ｅＮＢは、受信したＵＥ性能に応じて、ＲＲＣシグナリングを通じて、各ＤＬのみの
ＳセルについてのＳＲＳ伝送の設定を示す。ＳＲＳ設定は、周期的および／または非周期
的なＳＲＳトリガリングのための共通ＳＲＳ設定および専用ＳＲＳ設定を含んでもよい。
例えば、共通設定はセル内のすべてのＵＥに適用されるセル特有のパラメータを含み、専
用設定は特定のＵＥにのみ適用されるＵＥに特有のパラメータを含む。ＳＲＳ設定は、例
えばＳＲＳ伝送のための時間／周波数リソース、電力制御パラメータ、タイミング制御パ
ラメータを含んでもよい。
【００３０】
　例示的実施形態では、ＵＥは自身のＳＲＳ切替え能力を、Ｓセル単位で報告できる。例
えば、メッセージの受信に応じて、ＵＥは自身のＳＲＳ切替え能力についてのフィードバ
ックをリクエストメッセージ内の各Ｓセルに対して提供する。フィードバックはＵＥのＲ
Ｆ構成に基づいてもよく、切替え元キャリアと切替え先キャリアとの間のタイミングの差
に基づいてもよい。様々なＵＥのＲＦ構成の非限定的な例として、単一のＴＸ／ＲＸチェ
ーン、２つ以上のＴＸ／ＲＸチェーン、または２つのＲｘチェーンと単一のＴＸチェーン
が挙げられる。ＲＦの構成はさらに、ＲＦチェーンとＲＦチップセットとの間の関連性を
含んでもよい。例えば、いくつかの構成では、すべてのＲＦチェーンが単一のＲＦチップ
セットに関連付けられてもよいし、別の構成では、各ＲＦチェーンが自身のＲＦチップセ
ットを有してもよい。
【００３１】
　ＵＥのＳＲＳ切替え能力フィードバックは、以下のパラメータを含んでもよいが、これ
らに限定されない。
・所与のＳセルへの切替えが可能か否か
・所与のＳセルへの切替えが可能である場合、各設定サービングセルについて、当該サー
ビングセルが認識するＵＬおよびＤＬそれぞれの中断時間（切替え時間およびＳＲＳ伝送
時間を含む）
【００３２】
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　この実施形態では、ユーザ機器が自身のＲＦ構成や自身のサービングセル間のタイミン
グ関係を最もよく把握しているため、あらゆる特定のＳＲＳ切替えにおけるＴＸチェーン
の選択をユーザ機器が実行してもよい。
【００３３】
　別の実施形態では、ＵＥは、例えばＳＲＳ切替えセルグループのようなグループ単位で
、自身のＳＲＳ切替え能力を報告してもよい。このフィードバックには、１つ以上のＳＲ
Ｓ切替えセルグループおよび各グループ内のセル（例えば、ＣＣ１、ＣＣ２、…を含むグ
ループ１）や、各グループの帯域（帯域１、帯域２、…を含むグループ１）を含んでもよ
い。例えばフィードバックは、同じＲＦ　ＴＸチェーン内のセルまたは対応帯域や、同じ
グループにおけるＳセル間の切替えが、異なるグループでのＳセル間の切替えよりも中断
時間が長いことを示す標示を含んでもよい。報告されたＳＲＳ切替えセルグループが帯域
単位であれば、帯域内の対応するセルが、同じＳＲＳ切替えセルグループ内にあってもよ
い。少なくともＴＸチェーン性能（例えば、グループ１からのＴＸチェーン１が対応する
セル、グループ２からのＴＸチェーン２が対応するセル等）に応じてグループ分けされて
もよい。したがって、ＳＲＳ切替えセルグループの数は、例えばＵＥのＲＦ　ＴＸチェー
ンの数により決定されてもよい。なお、単一のグループ内での切替えと、グループ間での
切替えとで、サービングセルに対する影響が異なることを前提に、その他のグループ分け
基準をＵＥ構成に応じて使用してもよい。
【００３４】
　設定されたダウンリンクＳセル（複数可）が、いずれのＳＲＳ切替えセルグループにも
属さない場合、ｅＮＢはＵＥが関連するＳセル（複数可）に対するＳＲＳ切替えに対応し
ていないと仮定できる。ＳＲＳ切替えセルグループによるフィードバックは、ＳＲＳ性能
リクエストに対する応答等のＲＲＣシグナリングにより送られる。
【００３５】
　図２Ａ、２Ｂを参照する。図２Ａは、図１のＵＥ１１０であってもよいユーザ機器２０
０のデュアルバンド受信機２０６の一例を示す。ユーザ機器２００は２つのＲＦチェーン
２０２、２０４を有する。図２Ｂは、各ＲＦチェーン２０２、２０４用に設定されたＤＬ
／ＵＬセルを示す表である。図２Ｂの表に示すように、ＳＲＳ切替えグループ１がＲＦチ
ェーン２０２に対して定義されており、ＣＣ１、ＣＣ２、ＣＣ３がＤＬセルに設定され、
ＣＣ１がＵＬセルに設定されている。また、ＳＲＳ切替えグループ２がＲＦチェーン２０
４に対して定義されており、ＣＣ４、ＣＣ５がＤＬセルに設定され、ＣＣ２がＵＬセルに
設定されている。
【００３６】
　図２に示すように、ユーザ機器２００は、ＲＦチェーン２０４における電力増幅器（Ｐ
Ａ）を有しておらず、非ＵＬ　ＣＡ可能ＵＥとなる。したがって、ユーザ機器２００はＳ
ＲＳ切替えグループ２における設定されたダウンリンクセル（すなわち、ＣＣ４およびＣ
Ｃ５）に対応するサウンディング参照信号を送信できない。ユーザ機器２００はＲＦチェ
ーン１にＰＡを有するため、例えばＣＣ１、ＣＣ２、ＣＣ３のような、ＲＦチェーン２０
２用に設定されたセルを切替先／切替元とできる。上述のように、ユーザ機器はＳＲＳ切
替えセルグループをｅＮＢに報告してもよく、これによりｅＮＢが、ＵＥが対応している
ＳＲＳ切替えグループを把握できる。ＵＥが複数のＳＲＳ切替えセルグループに対応して
いることを報告した場合、ｅＮＢはＵＥのＳＲＳ伝送を異なるＳＲＳ切替えグループのセ
ル間で異なるようにトリガできる。なお、同じセルグループでＳＲＳ切替えを行う方が通
常は中断時間が長い。
【００３７】
　図３は、ＵＥにより報告されるＳＲＳの切替え能力に関する論理フロー図を示す。この
図は、例示的方法の動作、コンピュータ可読メモリに実装されたコンピュータプログラム
命令の実行結果、ハードウェアで実現されるロジックによって実施される機能、および／
または例示的実施形態に係る機能を実施するための相互接続手段をさらに示す。例えば、
ＳＲＳ制御モジュール１４０は、図３のブロックのうちの複数のブロックを含んでもよく
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、その各ブロックが当該ブロックの機能を実施する相互接続手段である。図３のブロック
は、例えば少なくとも部分的にＳＲＳ制御モジュール１４０の制御下で、ＵＥ１１０によ
り実施されるものとする。
【００３８】
　図３を参照すると、一例としての方法は、基地局から、ユーザ機器のサウンディング参
照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関するリクエストであって、前記ユーザ機器によってＳＲ
Ｓ伝送用に使用可能なセルのリストを含んでもよいリクエストを受信すること（３０２）
と、前記使用可能なセルのリストに基づいて前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力を判
定すること（３０４）と、前記基地局へと、前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力の標
示を送信すること（３０６）と、を含む。
【００３９】
　前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、リスト内の各セルに対するＳＲＳ切替え能力情報
を含んでもよい。このＳＲＳ切替え能力情報は、ユーザ機器がリスト内の所与のセルに対
する切替えが可能かを示す少なくとも１つのパラメータを含んでもよい。前記ＳＲＳ切替
え能力情報は、リスト内の各セルについて、ユーザ機器の各サービングセルに関するアッ
プリンク伝送の中断時間と、ダウンリンク受信の中断時間を含んでもよい。この中断時間
は、少なくともリスト内の所与のセルに対する切替え時間およびＳＲＳ伝送時間と、リス
ト内の所与のセルと各サービングセルとのダウンリンクタイミングの差とを含んでもよい
。前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、リストからの複数のセルのうちの、ユーザ機器が
ＳＲＳ切替え用に対応可能な少なくとも１つのグループと、該少なくとも１つのグループ
の各セルまたは該少なくとも１つのグループにおける各帯域の識別子とを含んでもよい。
前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、第１グループのセルと、第２グループのセルとを含
んでもよい。ここで、第１グループにおけるセル間のＳＲＳ切替えが、第１グループのセ
ルと第２グループのセルとの間のＳＲＳ切替えよりも、前記ユーザ機器のサービングセル
に対する影響が大きくてもよい（例えば中断時間がより長くなる）。この方法はさらに、
前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力に応じて、リスト内の各セルについてＳＲＳ伝送
設定を受信することと、受信した前記ＳＲＳ伝送設定に応じてサウンディング参照信号を
送信することとを含んでもよい。
【００４０】
　一例としての実施形態は、装置として実現されてもよく、該装置は、少なくとも１つの
プロセッサと、コンピュータプログラムコードを含む少なくとも１つの非一時的メモリと
、を含み、前記少なくとも１つのメモリおよび前記コンピュータプログラムコードは、前
記少なくとも１つのプロセッサによって、基地局から、ユーザ機器のサウンディング参照
信号（ＳＲＳ）切替え能力に関するリクエストであって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ
伝送用に使用可能なセルのリストを含んでもよいリクエストを受信することと、前記使用
可能なセルのリストに基づいて前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力を判定することと
、前記基地局へと、前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力の標示を送信することと、を
前記装置に実施させるように構成される。
【００４１】
　前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、リスト内の各セルに対するＳＲＳ切替え能力情報
を含んでもよい。このＳＲＳ切替え能力情報は、ユーザ機器がリスト内の所与のセルに対
する切替えが可能かを示す少なくとも１つのパラメータを含んでもよい。前記ＳＲＳ切替
え能力情報は、リスト内の各セルについて、ユーザ機器の各サービングセルに関するアッ
プリンク伝送の中断時間と、ダウンリンク受信の中断時間を含んでもよい。この中断時間
は、少なくともリスト内の所与のセルに対する切替え時間およびＳＲＳ伝送時間と、リス
ト内の所与のセルと各サービングセルとのダウンリンクタイミングの差とを含んでもよい
。前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、リストからの複数のセルのうちの、ユーザ機器が
ＳＲＳ切替え用に対応可能な少なくとも１つのグループと、該少なくとも１つのグループ
の各セルまたは該少なくとも１つのグループにおける各帯域の識別子とを含んでもよい。
前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、第１グループのセルと、第２グループのセルとを含
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んでもよい。ここで、第１グループにおけるセル間のＳＲＳ切替えが、第１グループのセ
ルと第２グループのセルとの間のＳＲＳ切替えよりも、前記ユーザ機器のサービングセル
に対する影響が大きくてもよい（例えば中断時間がより長くなる）。前記少なくとも１つ
のメモリおよび前記コンピュータプログラムコードは、前記少なくとも１つのプロセッサ
によって、さらに、前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力に応じて、リスト内の各セル
についてＳＲＳ伝送設定を受信することと、受信した前記ＳＲＳ伝送設定に応じてサウン
ディング参照信号を送信することと、を装置に実施させるように構成されてもよい。
【００４２】
　一例としての実施形態は、非一時的プログラム記憶デバイスとして実現されてもよく、
その例として例えば図１に示す、機械によって可読で、動作を実施するためにこの機械に
よって実行可能な命令のプログラムを具体的に実施するメモリ１２５が挙げられる。前記
動作は、基地局から、ユーザ機器のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関す
るリクエストであって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリスト
を含んでもよいリクエストを受信することと、前記使用可能なセルのリストに基づいて前
記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力を判定することと、前記基地局へと、前記ユーザ機
器の前記ＳＲＳ切替え能力の標示を送信することと、を含む。
【００４３】
　図４は、ＵＥにより報告されるＳＲＳ切替え能力に関する論理フローチャートである。
この図により、例示的方法の動作、コンピュータ可読メモリに実装されたコンピュータプ
ログラム命令の実行結果、ハードウェアで実現されるロジックによって実施される機能、
および／または例示的実施形態に係る機能を実施するための相互接続手段が示される。例
えば、ＳＲＳ設定モジュール１５０は、図４のブロックのうちの複数のブロックを含んで
もよく、その各ブロックが当該ブロックの機能を実施するための相互接続手段である。図
４のブロックは、例えば少なくとも部分的にＳＲＳ設定モジュール１５０の制御下で、ｅ
ＮＢ１７０等の基地局により実施されるものとする。
【００４４】
　図４を参照すると、一例としての方法は、基地局によって、ユーザ機器のサウンディン
グ参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に関するリクエストであって、前記ユーザ機器によって
ＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリストを含んでもよいリクエストを送信すること（４０
２）と、前記リクエストに応じて、前記セルのリストに対する前記ユーザ機器の前記ＳＲ
Ｓ切替え能力の標示を受信すること（４０４）と、少なくとも前記ユーザ機器の前記ＳＲ
Ｓ切替え能力に基づいて、前記ユーザ機器へと、伝送リソースの標示を含むＳＲＳ伝送の
設定を送信すること（４０６）と、を含んでもよい。
【００４５】
　前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、リスト内の各セルに対するＳＲＳ切替え能力情報
を含んでもよい。このＳＲＳ切替え能力情報は、ユーザ機器がリスト内の所与のセルに対
する切替えが可能かを示す少なくとも１つのパラメータを含んでもよい。前記ＳＲＳ切替
え能力情報は、リスト内の各セルについて、ユーザ機器の各サービングセルに関するアッ
プリンク伝送の中断時間と、ダウンリンク受信の中断時間を含んでもよい。この中断時間
は、少なくともリスト内の所与のセルに対する切替え時間およびＳＲＳ伝送時間と、リス
ト内の所与のセルと各サービングセルとのダウンリンクタイミングの差とを含んでもよい
。前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、リストからの複数のセルのうちの、ユーザ機器が
ＳＲＳ切替え用に対応可能な少なくとも１つのグループと、該少なくとも１つのグループ
の各セルまたは該少なくとも１つのグループにおける各帯域の識別子とを含んでもよい。
前記標示は、第１グループのセルと、第２グループのセルとを含んでもよい。ここで、第
１グループにおけるセル間のＳＲＳ切替えが、第１グループのセルと第２グループのセル
との間のＳＲＳ切替えよりも、前記ユーザ機器のサービングセルに対する影響が大きくて
もよい（例えば中断時間がより長くなる）。
【００４６】
　一例としての実施形態は、装置として実現されてもよく、該装置は、少なくとも１つの
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プロセッサと、コンピュータプログラムを含む少なくとも１つの非一時的メモリと、を含
み、前記少なくとも１つのメモリおよび前記コンピュータプログラムコードは、前記少な
くとも１つのプロセッサによって、基地局によって、ユーザ機器のサウンディング参照信
号（ＳＲＳ）切替え能力に関するリクエストであって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ伝
送用に使用可能なセルのリストを含んでもよいリクエストを送信することと、前記リクエ
ストに応じて、前記セルのリストに対する前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力の標示
を受信することと、少なくとも前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力に基づいて、ユー
ザ機器へと、伝送リソースの標示を含むＳＲＳ伝送の設定を送信することと、を前記装置
に実施させるように構成される。
【００４７】
　前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、前記リスト内の各セルに対するＳＲＳ切替え能力
情報を含んでもよい。このＳＲＳ切替え能力情報は、ユーザ機器がリスト内の所与のセル
に対する切替えが可能かを示す少なくとも１つのパラメータを含んでもよい。前記ＳＲＳ
切替え能力情報は、リスト内の各セルについて、ユーザ機器の各サービングセルに関する
アップリンク伝送の中断時間と、ダウンリンク受信の中断時間を含んでもよい。この中断
時間は、少なくともリスト内の所与のセルに対する切替え時間およびＳＲＳ伝送時間と、
リスト内の所与のセルと各サービングセルとのダウンリンクタイミングの差とを含んでも
よい。前記ＳＲＳ切替え能力の前記標示は、リストからの複数のセルのうちの、ユーザ機
器がＳＲＳ切替え用に対応可能な少なくとも１つのグループと、該少なくとも１つのグル
ープの各セルまたは該少なくとも１つのグループにおける各帯域の識別子とを含んでもよ
い。前記標示は、第１グループのセルと、第２グループのセルとを含んでもよい。ここで
、第１グループにおけるセル間のＳＲＳ切替えが、第１グループのセルと第２グループの
セルとの間のＳＲＳ切替えよりも、前記ユーザ機器のサービングセルに対する影響が大き
くてもよい（例えば中断時間がより長くなる）。
【００４８】
　一例としての実施形態は、非一時的プログラム記憶デバイスとして実現されてもよく、
その例として例えば図１に示す、機械によって可読で、動作を実施するためにこの機械に
よって実行可能な命令のプログラムを具体的に実施するメモリ１５５が挙げられる。前記
動作は、基地局によって、ユーザ機器のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）切替え能力に
関するリクエストであって、前記ユーザ機器によってＳＲＳ伝送用に使用可能なセルのリ
ストを含んでもよいリクエストを送信することと、前記リクエストに応じて、前記セルの
リストに対する前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力の標示を受信することと、少なく
とも前記ユーザ機器の前記ＳＲＳ切替え能力に基づいて、ユーザ機器へと、伝送リソース
の標示を含むＳＲＳ伝送の設定を送信すること、を含む。
【００４９】
　本明細書に記載された実施形態では、ｅＮＢに、各サービングセルに対する中断に関す
る情報やＵＥのＳＲＳ切替え能力についての情報が与えられるため、（ＵＥ独特の構成に
よく見られるような）ＴＸチェーンレベル設定または優先化が不要となる。これにより、
ｅＮＢは、ＵＥ性能報告に基づいて、ＳＲＳ伝送サブフレーム／シンボルについての理想
的な設定が可能となり、これによって切替えに伴う中断を最小にとどめることができる。
【００５０】
　本明細書に記載の実施形態は、ソフトウェア（１つ以上のプロセッサにより実行される
）、ハードウェア（例えば、特定用途向け集積回路）、またはソフトウェアとハードウェ
アの組合せにおいて実施されてもよい。一例としての実施形態では、このソフトウェア（
例えば、アプリケーション・ロジック、命令セット）は、従来型の各種コンピュータ可読
媒体のいずれかに保持される。本明細書の文脈において、「コンピュータ可読媒体」は、
命令実行システム、装置、またはコンピュータ等のデバイス（一例として、例えば、図１
を参照して説明されたようなコンピュータが挙げられる）によって、またはこれと関連し
て用いられる命令を包含し、記憶し、通信し、伝搬し、または送信することができる任意
の媒体または手段であってもよい。コンピュータ可読媒体は、命令実行システム、装置、
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し、記憶し、および／または送信することができる任意の媒体または手段でありうるコン
ピュータ可読記憶媒体（例えば、メモリ１２５、１５５、１７１、またはその他のデバイ
ス）を備えてもよい。コンピュータ可読記憶媒体には、伝搬信号は含まれない。
【００５１】
　必要に応じて、本明細書に記載された各機能は、記載されたのとは異なる順序でおよび
／または互いに同時に実施することも可能である。さらに必要に応じて、上述の機能の１
つ以上は任意選択であり、または組み合わされてもよい。
【００５２】
　本発明の各種態様は独立請求項に規定されているが、本発明の別の態様には、記載され
た実施形態および／または従属請求項の特徴と独立請求項の特徴との異なる組合せも含ま
れ、これは請求項に明示的に示された組合せのみには限定されない。
【００５３】
　本発明の一例としての実施形態を上述したが、これらの記載は限定的に解釈されるべき
ではない。むしろ、添付の特許請求の範囲に定義された本発明の範囲を逸脱することなく
、様々な変更や変形が可能である。
【００５４】
　本明細書や図面に用いられる可能性のある略語を、以下のとおり定義する。
ＤＬ　　ダウンリンク
ＣＡ　　キャリアアグリゲーション
ＣＣ　　コンポーネントキャリア
ＣＳＩ　　チャネル状態情報（Channel State Information）
ｅＮＢ（またはｅノードＢ）　　進化ノードＢ（例えば、ＬＴＥ基地局）
Ｉ／Ｆ　　インタフェース
ＬＴＥ　　ロング・ターム・エボリューション
ＭＭＥ　　モビリティ・マネジメント・エンティティ
ＮＣＥ　　ネットワーク制御要素（Network Control Element）
Ｎ／Ｗ　　ネットワーク
ＰＡ　　電力増幅器
Ｐセル　　プライマリセル
ＰＲＡＣＨ　　物理ランダムアクセスチャネル
ＰＵＣＣＨ　　物理アップリンク制御チャネル
ＰＵＳＣＨ　　物理アップリンク共有チャネル
ＲＲＣ　　無線リソース制御（Radio Resource Control）
ＲＲＨ　　リモートラジオヘッド
Ｒｘ　　受信機
Ｓセル　　セカンダリセル
ＳＧＷ　　サービングゲートウェイ
ＳＲＳ　　サウンディング参照信号（Sounding Reference Signal）
Ｔｘ　　送信機
ＵＥ　　ユーザ機器（User Equipment）（例えば、無線、典型的にはモバイルデバイス）
ＵＬ　　アップリンク



(15) JP 6576015 B2 2019.9.18

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】

【図４】



(16) JP 6576015 B2 2019.9.18

10

フロントページの続き

    審査官  野村　潔

(56)参考文献  欧州特許出願公開第０２９９６４１８（ＥＰ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１２／１１６０９１（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１６／０２９８６４（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１２／０９４９８３（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１２／０２２３６８（ＷＯ，Ａ１）　　
              Huawei, HiSilicon，Specification Impacts to Support SRS Carrier based Switching[online
              ]，3GPP TSG-RAN WG1#84b R1-162586，インターネット＜URL:http://www.3gpp.org/ftp/tsg_ran
              /WG1_RL1/TSGR1_84b/Docs/R1-162586.zip＞，２０１６年　４月　２日

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　７／２４－　７／２６
              Ｈ０４Ｗ　４／００－９９／００
              ３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１、４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

